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論文内容の要旨
本論文は 6 章により構成され、以下がその概要である。
第 l 章は本論文の導入部である O さまざまな電力設備の劣化診断技術の紹介とその必要性を述べた上、本論文に直
接関係ある部分放電検出による配電系統の劣化診断技術と研究背景を記述した。次に提案した電磁波測定で部分放電
検出システムの研究動機と研究目的を述べ、全体の論文の構成を示した。
第 2 章では、部分放電の定義と種類を述べ、それぞれの部分放電測定技術を紹介した。配電設備における放電現象
を記述し、現在の問題点などを含めて説明した。また、電磁波測定による部分放電検出の利点を紹介し、今まで行っ
てきた電気機器の劣化診断に関する電磁波測定を紹介した。
第 3 章では、電磁波測定によって多地点の部分放電源の新しい位置標定システムを提案した。本システムは広帯域
VHF アンテナ 4 本で電磁波を受信し、トリガ手法により電磁波パルスの群を測定した。各アンテナによる電磁波パ
ルス到着時間差を信号処理技術によって計算し、 3 次元多地点位置標定を行った。位置標定の精度を高めるために、
相互相関法の中に重み関数(フィルタ関数)を応用し、より正確な時間差を求められる手法を提案した。電磁波パル
ス群を解析することから、システムの信頼性が向上できることを証明した。
第 4 章では、本システムを利用することによって、さまざまな部分放電源から放射された電磁波パルス群の解析を
行った。提案した解析方法は単独のパルス波形と時系列パルスの解析であるo 前者はフーリエ変換やウェープレット
変換などの信号処理技術を利用し、パルス波形のスペクトラム解析を行った。後者は複数のパルスの最大値のみを注
目し、正と負極性のパルスが発生する時系列解析を行った。両方の解析方法は部分放電の分類に応用できることを証
明した。
第 5 章では、波形解析をより効果的にするため、離散ウェープレット変換による背景ノイズを軽減する技術を提案
した。提案した手法によって部分放電の判別精度が高くなることを証明した。また、フーリエ変換による波形解析で
電磁波の特徴を抽出し、統計的な解析で部分放電源の判別する方法を提案した。
以上の研究で得られた成果を第 6 章で総括した。
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論文審査の結果の要旨
信号処理とリモートセンシング技術を用いた配電系統における電力設備の劣化診断は、電力システムの高性能な運
用を得るための基盤技術として期待されている。このような背景の下で、本論文は電磁波測定によって多地点の部分
放電源の新しい位置標定システムを提案しており、提案システムは広帯域 VHF アンテナ 4 本で電磁波を受信し、ト
リガ手法により電磁波パルスの群を測定することで、次のような成果を得ているo
(1)電磁波パルス群を測定により、各アンテナによる電磁波パルス到着時間差を信号処理技術によって計算し、 3 次
元多地点位置標定が可能で、あることを証明している o
(2)電磁波パルス波形解析とパルス時系列解析によって電磁波の特徴を抽出し、部分放電源の種類判別が可能である
ことを証明している。
(3)離散ウェーブレット変換による背景ノイズを軽減する技術を提案し、判別精度を改善している。
(4)提案する手法は配電系統における電力機器・設備の劣化診断に応用できることを示している。
以上のように本論文は電力系統の効率的で安定な運用のために必要とされる電気機器の劣化診断技術を提案すると
ともに信号処理や計測システムに関する手法を開発しているo その成果は電力システムの安定運用や設備計画に活用
し得るものであり、電力システム工学に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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